
令和６年度第２回久喜市総合教育会議
ー　ICT環境の充実と活用　ー

久喜市教育委員会指導課　
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～現状～
これまでの取組、その成果
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　久喜市のＩＣＴ教育の取組

令和２年に「久喜市版未来の教室」構想を立ち上げ、いち早くＩＣＴ教育の取組を開始。

１人１台端末と
クラウド環境を
基盤とする学び
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　久喜市のＩＣＴ教育の取組

1st GIGA　において、整備したICT環境

⑴　学習者用端末
　　　Chromebook　児童生徒1人1台

⑵　指導者用端末
　　　Chromebook　教職員1人1台

⑶　基幹アプリケーション
　　　GoogleWorkspace for Education（無料版）　全児童生徒・教職員

⑷　学習支援アプリケーション
　　　Benesseミライシード　全児童生徒（教職員）

⑸　ネットワーク環境
　　　アクセスポイント　全普通教室・全特別教室・体育館
　　　LANケーブル　全校CAT６A（10Gbps）
　　　インターネット回線　全校ローカルブレイクアウト（１Gベストエフォート）

⑹　大型提示装置
　　　電子黒板　全普通教室　（特別教室は順次整備中）
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これまでの取組の成果１　（学びの変化）

ＩＣＴを活用した学びの進捗状況（埼玉県）

ICT×学びアンケート（株式会社エデュテクノロジー）より

久喜市：
活用率の高さだけでなく、
使い方・内容も充実

学力を伸ばした児童生徒の割合

「学びに向かう力・汎用的な能力」の変容

埼玉県学力学習状況調査より
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変化した授業の様子

多様な学び方を保障
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これまでの取組の成果２　（働き方の変化）

時間外在校時間が短縮（久喜市全体）校務DXの達成状況（全国）

自治体 得点

①神戸市 490

②宮城県岩沼市 480

③鹿児島県薩摩川内市 475

④埼玉県久喜市

470

④山梨県甲州市

④岐阜県関市

④愛知県春日井市

④岡山県和気町

④熊本県山江村
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変化した教職員の働き方

連絡事項はクラウド上で共有

学校では「電子起案」も実装

コミュニケーションはChatで
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～今後の課題～
GIGA第2期に向けて
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久喜市版未来の教室を実現するために

１　個別最適な学びの更なる充実
　　　⇒まだまだ道半ば。教育データの利活用が肝。

２　質の高い「共創」の学びの充実
　　　⇒チームで、より質の高い答えを生み出す「SＴＥＡＭ教育」が肝。

３　教育ＤＸの推進
　　　⇒セキュアで合理的な「フルクラウド体制」を構築することが肝。

４　持続可能な安定した ICT環境
　　　⇒壊れにくいハード、予備機の整備、安定したネットワークが肝。

今後の課題
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久喜市版未来の教室を実現するために

久喜市立小・中学校における教育データ利活用に関するガイドライン

全教職員が研修を受講
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データベースの構築とダッシュボード化

子ども自身の学びの自己調整、
教員の指導の振り返り
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学習時間、学習量を可視化し自信に

児童生徒自身が利用
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児童生徒の微細なSOSをキャッチ

心理的安全性を確保する為の
セーフティネットとして
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STEAM教育の充実

先端技術を活用した問題解決的な学び

学びの発表の場として
プレゼンアワード開催
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学習系・校務系を統合したフルクラウド体制

教職員は１台の端末で授業も校務も

・多要素認証でよりセキュアに
・クラウドの入り口（アカウント）
　のセキュリティを強化
・高度なアカウント制御でデータへ
　のアクセスをコントロール

より安心、安全な環境で
　より便利な働き方を実現
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久喜市版未来の教室を継続・発展させるICT環境を

・補助対象割合　２／３　（１／３は地財措置）

・補助上限額　１台当たり　45,000円　⇒　55,000円

・補助対象経費　　端末本体
　　　　　　　　　基幹アプリケーション（有償版）
　　　　　　　　　端末カバー・画面保護フィルム

・補助対象台数　　児童生徒数　＋　予備機１５％まで

端末の更改に関する国の補助

ICTはもはや学習の基盤　安定して利用できる環境 が必須

※久喜市は令和７年度更改
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